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菅
内
閣
は
十
二
月
中
に
、
二
〇
〇
四
年
以
来
六
年
ぶ
り
に
新
防
衛
大
綱
を
閣
議

決
定
す
る
。
す
で
に
そ
の
内
容
は
新
聞
各
紙
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
最
大
の
特
徴

は
、
一
九
七
六
年
の
初
の
防
衛
大
綱
以
来
続
い
て
き
た
「
基
盤
的
防
衛
力
」
と
い
う
構

想
を
放
棄
し
た
こ
と
で
あ
る
。
三
木
内
閣
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
基
盤
的
防
衛
力
」
と
は
、

日
本
に
「
力
の
空
白
」
を
生
じ
さ
せ
て
周
辺
地
域
の
「
不
安
定
要
因
」
と
な
ら
な
い
よ

う
に
「
最
低
限
の
戦
力
」
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
が
テ

ロ
や
「
離
島
侵
攻
」
事
態
な
ど
に
備
え
て
機
動
性・即
応
性
を
重
視
し
た
「
動
的
防
衛
力
」

を
構
築
す
る
と
い
う
戦
略
方
針
で
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
が
中
国
の
軍
事
力
の
増
強
と
日
本
周
辺
海
域
へ
の
進
出

を
「
懸
念
事
項
」
と
し
、
ま
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
核
開
発
や

ミ
サ
イ
ル
実
験
を
日
本
と
東
北
ア
ジ
ア
に
安
全
保
障
に
と
っ
て
「
不
安
定
要
因
」
だ
と

す
る
情
勢
認
識
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
国
と
北
朝
鮮
を
明
確
に
「
軍
事
的
脅
威
」
と
と
ら

え
、
こ
の
脅
威
に
機
動
的
に
対
処
す
る
態
勢
を
作
り
出
す
こ
と
が
「
動
的
防
衛
力
」
構

想
の
基
本
を
な
し
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
中
国
・
北
朝
鮮
を
「
仮
想
敵
国
」
と
す
る

も
の
だ
。
そ
の
た
め
に
海
空
を
重
視
し
た
南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
配
備
、
海
空
一
体
化

し
た
日
米
韓
の
軍
事
作
戦
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
体
制
の
強
化
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
十
一

月
、
十
二
月
と
相
次
い
で
黄
海
、
沖
縄
周
辺
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
全
域
で
行
わ
れ
た

史
上
最
大
の
韓
米
・
日
米
の
共
同
統
合
軍
事
演
習
こ
そ
、
新
防
衛
大
綱
の
い
う
「
動
的

防
衛
力
」
構
想
の
実
戦
的
先
取
り
演
習
だ
っ
た
。

　

実
は
こ
の
「
動
的
防
衛
力
」
構
想
と
は
、
今
年
二
月
に
米
国
が
打
ち
出
し
た
Ｑ
Ｄ
Ｒ

（
四
年
ご
と
の
戦
略
見
直
し
）
で
出
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｂ
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
エ
ア
・
シ
ー
・

バ
ト
ル
）
構
想
と
連
動
す
る
も
の
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
中
身
は
中
国
を
念
頭
に
置
き
「
空

と
海
の
兵
力
を
一
体
的
に
運
用
し
、
海
・
空
軍
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
新
安
全
保
障

戦
略
」
で
あ
る
（
毎
日
新
聞
、
十
二
月
四
日
）。

　

北
澤
防
衛
相
は
さ
る
十
一
月
二
日
に
海
自
特
務
艇
「
は
し
だ
て
」
艦
上
で
開
催
さ
れ

た
日
米
安
保
五
〇
周
年
を
祝
う
「
洋
上
懇
談
」
で
、
ル
ー
ス
米
駐
日
大
使
ら
日
米
外
交・

防
衛
当
局
者
を
前
に
し
て
「
折
し
も
日
米
両
国
は
防
衛
大
綱
の
見
直
し
や
Ｑ
Ｄ
Ｒ
に
よ

り
、
防
衛
体
制
を
固
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
東
シ
ナ
海
の
諸
事
案
も
あ
り
、
海
洋
国
家

で
あ
る
両
者
に
と
っ
て
海
洋
の
安
全
が
一
層
の
課
題
だ
」
と
打
ち
あ
げ
て
い
た
。
八
月

に
出
さ
れ
た
「
安
保
防
衛
懇
」
報
告
、十
一
月
末
の
民
主
党
外
交
防
衛
調
査
会
の
「
提
言
」

も
、
こ
の
米
Ｑ
Ｄ
Ｒ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｂ
戦
略
を
引
き
う
つ
し
た
も
の
だ
っ
た
（
毎
日
、
前
掲

記
事
）。

　

新
防
衛
大
綱
の
海
空
重
視
と
陸
自
リ
ス
ト
ラ
と
い
う
考
え
方
は
米
国
の
新
た
な
東
ア

ジ
ア
戦
略
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
民
主
党
政
権
が
強
調
す
る
「
日
米
同
盟
の
深
化
」

と
は
米
国
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍
事
的
一
体
化
・
従
属
性
を
さ
ら
に
「
深
化
」
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
五?

六
年
の
日
米
外
交
防
衛
閣
僚
会
議
（
２
プ
ラ
ス
２
）
が
確

認
し
た
「
普
天
間
移
設
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
」
を
含
む
「
米
軍
再
編
」
合
意
の
延
長

線
上
に
あ
る
も
の
だ
。

　

他
方
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
話
題
に
な
っ
た
「
武
器
輸
出
３
原
則
」
見
直
し
は
、
民
主
党

内
の
「
リ
ベ
ラ
ル
の
会
」
に
よ
る
反
対
も
あ
り
、
新
防
衛
大
綱
に
は
明
示
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
武
器
の
国
際
的
共
同
開
発
」
と
い
う
核
心
問
題
は
し
っ
か
り

と
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
政
権
交
代
で
誕
生
し
た
鳩
山
政
権
は
、
当
初
「
普
天
間
代
替
施
設
」
の
「
県

外
移
設
」、「
対
等
な
日
米
関
係
」、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
を
前
面
に
か
か
げ
、
一

定
の
対
米
自
立
的
方
向
性
を
掲
げ
て
い
た
。
新
防
衛
大
綱
の
策
定
も
一
年
先
送
り
に
し

た
。
し
か
し
米
国
の
不
信
を
買
い
、「
移
設
」
で
つ
ま
ず
い
た
民
主
党
政
権
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
米
国
の
新
軍
事
戦
略
と
の
ま
る
ご
と
一
体
化
に
す
り
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。「
基
盤
的
防
衛
力
」
構
想
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
ハ
ト
派

で
な
ら
し
た
河
野
洋
平
元
自
民
党
総
裁
・
前
衆
院
議
長
か
ら
「
憲
法
の
平
和
原
則
を
ゆ

る
が
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
批
判
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
（
朝
日
新
聞
、
十
二
月

四
日
「
私
の
視
点
」
欄
）
と
批
判
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
。
新
防
衛
大
綱
批
判
の
声
を

現
実
の
運
動
と
す
る
た
め
に
全
力
を
上
げ
よ
う
。

　

東
ア
ジ
ア
の
軍
事
的
緊
張
を
激
化
さ
せ
る
新
防
衛
力
大
綱
に
反
対
し
よ
う	

国
富
建
治




